
手
作
り
お
せ
ち
で

幸
せ
お
正
月
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、

議
会
を
代
表
し
て
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
「
未
」
年
で
す
。「
未
（
羊
）」
は
群
れ
で
生
活

す
る
こ
と
か
ら
「
安
泰
」「
平
和
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

私
自
身
、
あ
ら
た
め
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
や
絆
を

大
切
に
し
、
町
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
５
月
に
発
表
さ
れ
た
「
日
本
創
成
会
議
」

の
レ
ポ
ー
ト
が
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
に

約
１
８
０
０
あ
る
市
町
村
の
半
数
、
８
９
６
市
町
村
が

２
０
４
０
年
ま
で
に
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
―
―
。
こ

の
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
対
し
て
は
、
い
た
る
と
こ
ろ

か
ら
様
々
な
声
が
上
が
り
、
波
紋
を
よ
び
ま
し
た
。

　
朝
日
町
に
と
っ
て
人
口
減
少
は
最
大
か
つ
最
重
要
課
題

と
言
え
ま
す
。
今
後
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
や
ア
イ
デ

ア
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
町
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
は
そ
の
一
つ
の
例
で
す
。
町
は

産
業
や
役
場
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、「
選
ば
れ
る
町（=

引
力
の
あ
る
町
）」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
総
合
交
流
拠
点
施
設
「
道
の
駅
あ
さ
ひ
ま
ち

り
ん
ご
の
森
」
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
今
後
の
町
に
と
っ
て

重
要
な
事
業
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
第

５
次
総
合
発
展
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
い
つ
の
時
代

も
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
住
み
た
い
、
ず
っ
と
住
み
続
け

た
い
、
魅
力
の
あ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
の

皆
様
と
手
を
携
え
て
各
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
議
会
報
告
会
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
、
６
日
間
18

地
区
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
３
０
０
人
か
ら
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
意
見

を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
議
員
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
で
す
。

そ
の
責
任
の
重
さ
を
常
に
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
今
年
も

安
全
で
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
、
実

り
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
全
で
、安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
を

朝
日
町
議
会
議
長　
長
岡  

啓
治

謹賀新年
年頭のごあいさつ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年
明
け
は
、
人
の
心
を
一
新
さ

せ
ま
す
。
清
々
し
い
年
の
初
め
に
、
日
々
新
た
な
る
心
を

も
っ
て
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
を
心
が
け
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
人
間
の
多
く
は
、
常
に
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
・
精
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
目
標
を

達
成
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
大

き
な
差
は
な
ん
だ
ろ
う
と
い
つ
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
勝
負
の
世
界
な
ど
殊
に
そ
う

感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。「
な
ぜ
こ
の
人
は
金
メ
ダ

ル
を
取
れ
て
、
あ
の
人
は
取
れ
な
か
っ
た
の
か
」
そ
れ
が

実
力
伯
仲
の
場
合
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。

　
過
去
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ボ
ー
ト
の
チ
ー
ム
を
三
度
金

メ
ダ
ル
に
導
い
た
カ
ナ
ダ
人
の
コ
ー
チ
の
方
が
興
味
深
い

話
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。「
金

メ
ダ
ル
を
取
る
人
は
、
金
メ
ダ
ル
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
い

な
い
。
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
そ
の
先
を
描
い
て
い
る
か
ら
、

金
メ
ダ
ル
が
取
れ
る
の
だ
」

　
「
そ
の
先
を
常
に
見
据
え
る
」
こ
の
こ
と
が
「
事
を
成

す
」
上
で
、い
か
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、

こ
の
言
葉
は
教
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
私
た
ち
の
朝
日
町
も
含
め
地
方
の
課
題
は
何
な
の

か
、
と
突
き
詰
め
て
考
え
た
と
き
、
必
ず
立
ち
は
だ
か
る

の
が
「
人
口
減
少
社
会
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
あ
ら

ゆ
る
方
策
を
考
え
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
た
だ
が

む
し
ゃ
ら
に
事
に
当
た
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
そ
の

課
題
解
決
の
先
に
あ
る
も
の
を
見
据
え
な
が
ら
事
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
面
の
課
題
解
決
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
一
歩
先
に
あ
る
「
私
た
ち
の
子

ど
も
・
孫
た
ち
が
、
こ
の
地
に
お
い
て
志
高
く
自
信
と
誇

り
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
ふ
る
さ
と
を
つ
く
っ
て
い
く
」

と
い
う
大
き
な
理
想
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
。
こ

の
こ
と
が
、
直
面
す
る
課
題
解
決
を
確
実
に
成
し
遂
げ
ら

れ
る
最
善
の
方
法
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
に
が
な
ん
で
も
成
し
遂
げ
る
と
い
う
強
い
決
意
を

も
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
、
明
る
く
、
楽

し
く
幸
せ
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

そ
の
先
の
未
来
へ

朝
日
町
長　
鈴  

木  

浩  

幸

背景写真：椹平の棚田
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　　町政スポット

議
会
町議会12月定例会

■金員　100 万円
まちづくり寄付金として
小野建設株式会社 様（山
形市） より

■カーブミラー４基
交通安全推進のため
JA さがえ西村山 様 より

■金員　10 万円
まちづくり寄付金として
日東ベスト株式会社 様

（寒河江市） より

■金員　10 万円
まちづくり寄付金として
西船渡　鈴木幹雄 様 より

■金員　31万 8,447 円
まちづくり寄付金として
一般社団法人 山形県トラック協会 様 より

　このほか、まちづくり寄付金として１団体から
9,090 円の寄付を、ふるさと納税として 106 人から
総額 136 万 2,000 円の寄付をいただいています。

（８/25 〜 12/ ５入金分）

寄付採納報告

　12 月９日から 11日まで３日間の
日程で、町議会 12 月定例会が開催
されました。町政報告の中から主な
内容をお知らせいたします。

候補者名 政党名 得票数
当 すずき のりかず 自由民主党 2,519

近藤   ようすけ 民　主　党 1,791
白根沢  すみ子 日本共産党 225

無　　効 102
合　　計 　 4.637

朝日町の小選挙区選出
議員選挙 投票率

( 前回 75.57％、前々回 81.07％） 政党名 得票数 政党名 得票数
自由民主党 1,658 生 活 の 党 71
民　主　党 1,113 次世代の党 43
公　明　党 829 幸福実現党 17
日本共産党 307
維 新 の 党 304 無　　効 129
社会民主党 165  合　　計 4.636

■小選挙区選出

■比例代表選出
（得票数は政党等の得票数と名簿登載者の得票数を合計したもの）

12月14日執行　衆議院議員総選挙投票結果

71.23%

■
平
成
27
年
度
職
員
採
用

　
選
考
試
験
の
結
果
、
一
般
行
政
職

上
級
２
人
、
初
級
６
人
、
看
護
師
１

人
、
合
計
９
人
の
採
用
を
内
定
し
た
。

応
募
が
な
か
っ
た
土
木
及
び
薬
剤

師
、
そ
の
他
不
足
す
る
職
種
等
に
つ

い
て
は
再
募
集
し
、
１
月
上
旬
に
試

験
を
行
う
。

■
新
た
な
運
行
時
間
等
を
検
証
。
山

形
直
行
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

「
あ
い
の
り
号
」

　
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
、
山
形
直

行
バ
ス
及
び
あ
い
の
り
号
に
つ
い
て
、

実
証
運
行
を
実
施
し
た
。
直
行
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
山
形
発
復
路
便
に
お
け
る

時
間
帯
の
増
発
を
、
あ
い
の
り
号
に
つ

い
て
は
西
部
地
区
に
お
け
る
土
曜
運
行

を
そ
れ
ぞ
れ
試
し
た
。
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
た
め
、
現
在
は
利
用
状
況

等
を
慎
重
に
分
析
し
て
い
る
。

■
テ
ー
マ
は
「
若
者
の
定
住
」

10
年
目
の
「
町
長
と
語
ろ
う
」

　
今
年
も
55
集
落
49
会
場
で
開
催
さ

れ
、
11
月
25
日
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、若
者
の
定
住
。

子
ど
も
の
遊
び
場
や
住
宅
環
境
、
働
く

場
所
、
さ
ら
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り

組
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
質
問
や
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

■
総
合
窓
口
の
証
明
書
発
行
業
務
時

間
を
月
曜
日
に
限
り
延
長

　

８
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
に
限
り
、

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
る
。
町

民
の
皆
様
に
広
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
今
後
も
周
知
し
て
い
く
。

※
延
長
時
間
で
の
対
応
は
税
や
戸
籍
、

住
民
票
な
ど
に
関
す
る
証
明
書
発
行

業
務
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
緩

和
の
た
め
の
臨
時
給
付
金

　
７
月
18
日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
受

付
け
を
行
っ
た
。
臨
時
福
祉
給
付
金

に
つ
い
て
は
１
０
８
８
件
の
申
請
が

あ
り
、
２
１
３
１
万
円
を
給
付
。
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ

い
て
は
４
０
０
件
の
申
請
が
あ
り
、

７
１
１
万
円
を
給
付
し
た
。

■
新
規
学
卒
就
業
者
に
激
励
金

　
12
月
５
日
、
町
内
に
就
職
・
就
業

（
農
）し
た
新
規
学
卒
者
７
人
に
対
し
、

新
規
学
卒
就
業
者
激
励
金
（
１
人
あ

た
り
３
万
円
）
を
交
付
し
た
。

■
今
年
度
の
り
ん
ご
輸
出
事
業

　

今
年
度
は
、
台
湾
、
タ
イ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
の
５
カ

国
に
輸
出
し
た
。
出
荷
量
は
昨
年
よ

り
７
ト
ン
程
度
増
加
し
、
約
30
ト
ン

と
な
る
見
込
み
。
１
月
に
は
台
湾
で

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
予
定
し
て
お
り
、

今
後
と
も
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
に
向

け
、
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
豊
作
だ
っ
た
今
年
の
り
ん
ご

　

今
年
は
気
象
等
に
よ
る
大
き
な
災

害
も
な
く
順
調
に
推
移
し
、
生
産
量

は
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、

シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
等
の
中
生
種
以
降

の
単
価
が
低
迷
し
て
お
り
、
全
体
的

な
生
産
額
は
微
増
に
止
ま
る
見
込
み
。

■
稲
作
関
係

　
天
候
に
恵
ま
れ
、作
柄
は「
や
や
良
」

で
推
移
し
た
。
11
月
14
日
現
在
の
１

等
米
比
率
は
95
％
で
、
昨
年
よ
り
約

５
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
販
売
面
で
は
、
米
の
概
算

金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
稲

作
の
再
生
産
及
び
安
定
経
営
の
維
持

に
向
け
、
県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
さ
ゆ
り
ハ
イ
ツ
Ａ
棟
と
大
谷
東
住

宅
が
完
成

　
旧
さ
ゆ
り
保
育
園
跡
地
に
建
設
し

た「
さ
ゆ
り
ハ
イ
ツ
」Ａ
棟（
８
世
帯
分
）

及
び
「
大
谷
東
住
宅
（
戸
建
て
住
宅
）」

３
棟
は
９
月
19
日
に
完
成
し
た
。

　

12
月
１
日
現
在
の
入
居
状
況
は
、

さ
ゆ
り
ハ
イ
ツ
が
６
世
帯
、
大
谷
東

住
宅
が
３
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ゆ
り
ハ
イ
ツ
Ｂ
棟
（
６
世
帯
分
）
に

つ
い
て
は
、
２
月
27
日
ま
で
の
工
期
で

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

■
あ
さ
ひ
英
語
学
習
会
を
今
年
も
開
催

　
小
中
学
生
の
英
語
力
の
向
上
を
目

的
と
し
た
「
あ
さ
ひ
英
語
学
習
会
」

を
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
合
計
８

回
開
催
し
た
。
24
人
が
参
加
し
、
英

検
合
格
に
向
け
て
熱
心
に
学
習
し
た
。

１
月
以
降
も
８
回
の
学
習
会
を
予
定

し
て
い
る
。

■
第
61
回
西
村
山
地
区
駅
伝
競
走
大
会

　
西
村
山
地
区
の
１
市
４
町
か
ら
11

チ
ー
ム
が
出
場
。
朝
日
町
か
ら
は
２

年
ぶ
り
に
２
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
Ａ
チ
ー
ム
が
昨
年
に
続
い
て
３

位
に
入
賞
し
た
。
Ｂ
チ
ー
ム
は
10
位
。

来
年
度
の
奮
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

町のハッピで店頭に立つ現地の販売員
（フィリピンの百貨店にて）

2 月末の完成に向け工事が進むＢ棟

力走する選手
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①除雪する道路には駐車しない。
②除雪車（機械）に近寄らない。
③屋根からの雪や玄関先の雪を道路に出さない。
④雪で道路がせまくなります。交通事故に注意を。
⑤除雪車によって車庫、玄関等の前に寄せられた
　雪は各家庭で処理を。
⑥除雪関係の要望や問合せは区長さん経由で。

※降雪量や積雪状況によって、作業時間が遅れる場合が
あります。ご理解とご協力をお願いします。

冬

雪詰まりの除去はエンジン

を停止後、雪かき棒を使う

後進するときは、足もとや

後方の障害物に気をつける 作業中は絶対に

まわりに人を近づかせない

除雪機による事故を防ぎましょう 今シーズンの割引企画

作業時以外は
必ずエンジン停止

を
楽
し
む

を
乗
り
切
る

除
雪
作
業
に
理
解
と
協
力
を

スキーこどもの日 毎週土・日、祝日・年末年始（12/27
～ 1/4）は小学生のリフトが無料

レディース DAY 毎週土曜は中学生以上の女性のリ
フト 1 日券が 500 円

シニアデー 毎週月曜日は 60 歳以上の方のリ
フト 1 日券が 1,000 円（祝日除く）

雪男の日（新企画）
毎月第 3 土曜日は中学生以上の男
性のリフト 1 日券が 4 時間券価格
に。（例：大人 3300 円→ 2800 円）

雪マジ！19・20 19 歳→リフト１日券が全日無料
20 歳→リフト１日券が全日半額

▶問合せ先　建設水道課　☎６７－２１１５

　今年も本格的な冬がやっ
てきました。
　毎年降雪量、積雪量の増
加とともに、雪の事故に関
する情報や苦情が寄せられ
ます。次の点につきまして
町民の皆さんのご理解とご
協力をお願いします。

■安心 ! 便利！Asahi 自然観無料スキーバス
スキー場営業期間中の土日祝日および年末年始（12/31～1/2）、
大谷地区とスキー場を結ぶ無料のスキーバスを運行します。

【行き】大谷往来館（8：50）→ 役場前（9：06）→ 自然観（9：30）
【帰り】自然観（15：30）→ 役場前（15：54）→ 大谷往来館（16：10）
このほか町内の停留所を経由します。詳細はＨＰ等でご確認ください。

　12 月 20 日、70 人 の関
係者の出席のもとスキー場
開きの安全祈願祭が行われ
ました。同日現在の積雪量
は 135 センチ。オープンを
待ちわびたスキーヤー、ス
ノーボーダーたちが雪の感
触を楽しんでいました。
　Asahi 自然観では今シー
ズンも盛りだくさんの割引企画を用意し
ています。上手に活用し、朝日町の冬を
満喫しましょう。

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
自
然
観
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

雪の中で熟成させ、春に提供

カラフルな衣装を身にまといステージで躍動

　秋に収穫されたふじりんごを約半年間雪の中で保存す
る「雪りんご」の準備作業が 12 月 18 日行われました。
　春先でもパリパリ感のあるりんごを提供しようと、生産者
や観光協会が５年前から取り組んでいるもので、今年は去年
より5 人多い11人の農家が参加。コンテナも去年（139 箱）
を大幅に上回る216 箱が用意されました。雪室は空気神社
参道入口前にある建物近くに設置。雪をかき分けてスペース
を確保したあとコンテナを重ね、最後に雪で覆いました。
　「雪りんご」という名称は現在、町が商標登録を申請中。
今後は統一ラベルも製作される見通しで、町のりんごの
さらなるブランド化に一役買います。

　あさひ保育園のクリスマス会が 12 月 20 日創遊館ホー
ルで行われ、家族ら 400 人以上が見守るなか、園児たち
が日ごろの遊びや学びの成果を発表しました。
　各年代やクラスごとに劇や踊りなどを披露。発表を終
えた子どもたちはサンタクロースからプレゼントを受け
取り、満面の笑顔を浮かべていました。
　カラフルな衣装を身にまといステージで躍動する園児
たち。家庭とは違う姿を目にすることで、保護者の皆さ
んはあらためて成長を実感している様子でした。

12

12

18

20

「雪りんご」の準備作業

あさひ保育園クリスマス会

　「女性文化教室」で学んだ成果を発表する「女性まつり」
が 12 月 14 日創遊館で開催されました。
　茶道や華道、着付けなど日本古来の文化を学ぶ講座か
ら、パッチワークや刺し子、料理など手先を動かす講座、
そしてグラウンドゴルフまで、今年も 11 教室が開講し、
延べ 201 人が受講。まつりでは舞台発表や展示発表が行
われたほか、今年度は、刺し子、茶道、グラウンドゴル
フの３教室が体験コーナーを用意。それぞれの受講者が
講師役を務め、楽しさや醍醐味を紹介しました。

12
14

3 教室の体験コーナーも用意

女性まつり
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ウサヒ関連商品
まだまだ増えています！

「中の人 佐藤 恒平から、ウサヒグッズをお持ちの皆様へ」 

UFOキャッチャーの景品に！

「
無
個
性
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

地
域
お
こ
し

　

佐
藤
恒
平
情
報
交
流
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
＝
左
下
）
が
生
み
出
し
た
町
の

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
桃
色
ウ
サ
ヒ
」。

あ
え
て
特
徴
を
持
た
な
い
と
い
う「
無

個
性
さ
」
や
、
自
転
車
、
ス
キ
ー
な

ど
も
こ
な
す
機
敏
さ
、
何
よ
り
、
着

ぐ
る
み
を
「
地
域
お
こ
し
の
手
段
」

と
し
て
い
る
点
は
、
明
ら
か
に
ほ
か

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一
線
を
画
し
て

い
ま
す
。こ
れ
に
、ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
佐
藤
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
持
ち
前
の
情
報
発
信
力
が
加
わ

り
、
ウ
サ
ヒ
の
知
名
度
は
今
や
全
国

区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

20
種
類
以
上
の
商
品
が
誕
生

　
ウ
サ
ヒ
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
に
関

し
て
は
、
公
用
、
私
用
は
も
ち
ろ
ん
、

た
と
え
販
売
用
の
グ
ッ
ズ
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
基
本
的
に
使
用
料
を
無

料
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
気
軽
に
商
品
化
さ
れ
、

グ
ッ
ズ
が
広
く
浸
透
す
る
こ
と
に
よ

る
宣
伝
効
果
を
狙
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
著
作
権
が
無
料
だ
か
ら
こ
そ
、

少
量
生
産
で
も
利
益
を
出
す
こ
と
が

可
能
。
ア
イ
デ
ア
次
第
で
様
々
な
商

品
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ウ
サ
ヒ
の
場
合
、
人
気
が
爆
発
的

に
広
が
っ
た
２
０
１
３
年
以
降
、
様
々

な
関
連
グ
ッ
ズ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

つ
や
姫
の
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、ク
ッ
キ
ー
、

缶
バ
ッ
ジ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
シ
ー

ル
な
ど
、
そ
の
数
は
す
で
に
20
種
類

以
上
。
町
内
の
商
店
・
事
業
所
だ
け

で
な
く
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
つ
会
社
も
企
画
・
発
売
を
手
掛
け
、

こ
れ
ま
で
計
り
知
れ
な
い
宣
伝
効
果

を
生
ん
で
い
ま
す
。

ウ
サ
ヒ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が

登
場
。
新
年
の
運
試
し
に
ど
う
ぞ

　

12
月
に
は
山
形
市
内
の
会
社
の

企
画
で
ウ
サ
ヒ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。
景
品
の

ウ
サ
ヒ
は
ソ
フ
ト
ボ
ア
製
で
大
き
さ

は
約
10
セ
ン
チ
。
本
物
の
着
ぐ
る
み

と
同
様
、
頭
部
裏
側
に
は
「
山
形
県

朝
日
町
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
品
は
県
内
10
カ
所
の
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
投
入
予
定
で
す
。
新
年
の

運
試
し
に
、
家
族
や
親
戚
の
皆
さ
ん

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
設
置
予
定
店
舗
】

・
ビ
ー
カ
ム
成
沢
店

・
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
エ
ア

・
ワ
ク
ワ
ク
ラ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
店

・
ワ
ク
ワ
ク
ラ
ン
ド
山
交
ビ
ル
店

・
山
交
ボ
ウ
ル
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

（
以
上
山
形
市
）

・
ワ
ク
ワ
ク
ラ
ン
ド
寒
河
江
西
店

・
ワ
ク
ワ
ク
ラ
ン
ド
中
山
店

・
ワ
ク
ワ
ク
ラ
ン
ド
新
庄
店

・
ワ
ク
ワ
ク
ラ
ン
ド
く
し
び
き
店

・
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ボ
ウ
ル
ゲ
ー　

　
ム
コ
ー
ナ
ー
（
東
根
市
）

ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い

　
桃
色
ウ
サ
ヒ
の
写
真
・
イ
ラ
ス
ト

な
ど
の
使
用
は
、
基
本
的
に
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
使
用
申
請
に
関
し
て
は
、
地
域
や

学
校
、
個
人
な
ど
で
使
用
す
る
場
合

は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
商
用

で
の
利
用
を
お
考
え
の
方
は
左
記
へ

申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
申
請
・
問
合
せ
先

　
政
策
推
進
課 

地
域
情
報
係

☎
67-

２
１
１
２

▼ 2015 ウサヒカレンダー
企画…町商工会女性部（非売品）

◀消費者詐欺防止啓発メモ帳
企画…町総合産業課（非売品）

◀ウサヒエコバッグ
企画…洋服のお直し屋さん（完売）

▲ウサヒボールペン
企画…（有）近江屋

（有）近江屋で販売中（250 円）

▶
あ
さ
ひ
教
育
の
日
啓
発
フ
ァ
イ
ル

企
画
…
町
教
育
委
員
会
（
非
売
品
）

◀
ウ
サ
ヒ
風
呂
敷
（
70
㎝
×
70
㎝)

企
画
…
ま
よ
ひ
が
企
画
（
完
売
）

▶
ウ
サ
ヒ
ミ
ニ
エ
コ
バ
ッ
グ

企
画
…
洋
服
の
お
直
し
屋
さ
ん
（
完
売
）

▲ぷくぷくシール
企画…県外民間業者

（有）近江屋で販売中（280 円）

山形市内のゲームセンターに設
置されたウサヒのＵＦＯキャッ
チャー。景品の頭部には「山形
県朝日町」の表示があり、町を
ＰＲしている

◀ぷにぷにマスコット
企画…県外民間業者

（有）近江屋で販売中
（497 円）

▲ウサヒクッキー
企画…永勝堂（大町）
永勝堂、りんご温泉で販売中（250 円）

　
ウ
サ
ヒ
グ
ッ
ズ
で
朝
日
町
を

さ
ら
に
宣
伝
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　
「
そ
の
変
な
ウ
サ
ギ
な
に
？
」

―
―
。
も
し
、
ウ
サ
ヒ
を
知
ら

な
い
方
に
こ
う
聞
か
れ
た
と
き
は

ぜ
ひ
、
朝
日
町
の
こ
と
も
一
緒
に

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
町
の
こ
と

を
う
ま
く
紹
介
で
き
る
か
ち
ょ
っ

と
不
安
な
方
は
、「
こ
の
ウ
サ
ギ

が
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町

を
紹
介
し
て
い
る
か
ら
見
て
み
て

よ
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
ご
当
地
キ
ャ
ラ
が
目
指
す
の

は
、
自
身
の
人
気
以
上
に
、
そ

れ
を
育
ん
だ
地
域
、
つ
ま
り
朝

日
町
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
グ
ッ
ズ

を
お
持
ち
の
方
と
一
緒
に
、
ゆ

る
～
く
朝
日
町
の
宣
伝
が
で
き

た
ら
ウ
サ
ヒ
も
光
栄
で
す
。

（
朝
日
町
情
報
交
流
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
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ウサヒの UFO キャッチャーが登場
山形市内の会社が企画。県内10カ所の
ゲームセンターに設置され朝日町をＰＲし
ています（12/19）。

町制施行 60 周年記念式典
「朝日町の歴史はチャレンジの連続。今後も
チャレンジを続け成長していく」――。鈴木
町長がこう述べ、決意を新たにしました（11/1）。

役場庁舎入口をリニューアル
ブランド化事業の一環で着手。町の美しさ
を伝えるポスターのほか、ウサヒのグッズ
コーナーを設けました（10/30）。

りんごの町の秘密基地
ＪＡさがえ西村山の朝日果実流通センターを
取材。りんごがレールを流れる選果の過程は
まるで秘密基地や工場のようでした（12/5）。

「考える人」朝日町に現る
家具製造を手掛ける「株式会社朝日相扶
製作所」の社屋入口に、このほど「考え
る人」がお目見えしました（11/17）。

紅葉鮮やか　晩秋の空気神社
ステンレス板に映る紅葉の景色はとても
情緒的。緑いっぱいの夏とは違った趣が
ありました（10/31）。

朝日町ワインまつり
今年は 1400 枚の前売り券が 2 週間足
らずで完売。当日は天候にも恵まれ大盛
況となりました（9/23）。

八ツ沼春日神社祭礼
今年は旧暦の閏年にのみ披露される大名行
列が 2年ぶりにお目見え。そのほか森重流
砲術伝承会の演武も行われました（8/15）。

七ヶ浜町のミュージカルグループが公演
七ヶ浜町・朝日町の「友好の町」交流公
演として、七ヶ浜町の「NaNa5931」が
ミュージカルを披露しました（7/19）。

第２回最上川縦断カヌー探訪
28 艇、35 人が参加。当町雪谷から村山
市までの最上川 48km を 2日間かけてカ
ヌーで下りました（7/26 ～ 27）。

国産ワインコンクール表彰式
今年、2 年連続となる金賞を受賞した朝
日町ワイン。表彰式に同行し、その様子
をレポートしました（8/29 ～ 30）。

宵の空に浮かぶツリーハウスと自然観
Asahi 自然観のシンボルツリーを使用し
東北芸工大生が制作。蜜蝋のやわらかな
光が周囲をやさしく照らしました（9/27）。

空気神社が東京・大阪出張中です
「空気」が縁で町と交流のある「ダイキン
工業㈱」の東京、大阪ショールームで、空
気神社の特別展を開催しました（1/14）。

関連イベント続々。6 月 5 日は朝日町「空気の日」
「空気に感謝する議会」「空気神社ウェディ
ング」は全国ネットの情報番組でも取り上
げられ、大きな話題となりました（6/12）。

最上川冬景色
冷え込みの厳しかった日の早朝、明鏡橋付
近で撮影。水温と気温に差があったようで、
水面には霧が立ち込めていました（2/1）。

第18回昔話きいてみんべのつどい
「語りの会 つむぎ（成原千枝代表）」の
皆さんによるユーモアたっぷりの民話劇
や昔語りを楽しみました（3/13）。

ウサヒの看板がお目見え！
山形自動車道の山形蔵王インター前交差
点に、桃色ウサヒが描かれた大きな看板
がお目見えしました（4/13）。

大沼浮嶋稲荷神社例大祭
今年は町指定文化財の「緋

ひ あ じ ろ

網代の駕
か

籠
ご

（＝写真）」が特別公開され、まつりに魅
力を加えました（5/8）。

和紙の風船に願いや夢を託す「神風船まつり」
保育園や小学校、事業所などから10団体
が参加。舞い上がる風船の姿に、訪れた人々
の目が釘付けとなっていました（1/27）。

健康まつりでノルディックウォーキング教室
北部体育館を発着地とする約３キロのコー
スに約60 人が参加。緑の田園風景を楽し
みながら心地よい汗を流しました（6/29）。

朝日中で非公式マスコットを考える授業
佐藤恒平情報交流アドバイザー（ウサヒ
の中の人）が講師。マスコットの考案を
通じて、まちづくりを学びました（2/13）。

盲特別養護老人ホーム「和合荘」が完成
社会福祉法人「朝日敬慎会」が運営する盲
特別養護老人ホーム「和合荘」が完成し、内
覧会と落成記念式典が行われました（3/22）。

始動！朝日町ブランド戦略
鈴木町長のキックオフ宣言と村尾隆介
町ブランド化推進プロデューサーの講演
で、プロジェクトが始動しました（4/18）。

水鏡にくっきり！逆さ朝日岳
里山の間から少しだけ顔をのぞかせ、水鏡
に姿を映す朝日岳を撮影しました（5 月12
日午前 8時、四ノ沢地内にて）。

　町ホームページにある「まちの写真館」では、町内のタイムリーなニュースや、季節ごとの自然風景、昔ながらの文化や
慣習など、町内の様々な話題を取り上げ、たくさんの写真で紹介しています。
　今回は 2014 年に紹介した 60 件の中から 24 件をピックアップし、町の１年を振り返ります。（「まちの写真館」はバッ
クナンバーもすべてご覧になれますので、ぜひご覧ください）2014年朝日町ホームページ内

「まちの写真館」 で振り返る
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２月

８月

３月

９月
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５月

11 月

６月

12 月



　「建設労働災害防止協会西村山支部」が主催す
るコンクールで、千葉寛明くん（宮宿小 2 年）の
作品が最優秀賞に選ばれました。千葉くんの最優
秀賞は 2 年連続です。
　優秀賞には海野花歩さん（同 3 年）、神尾璃子
さん（同1年）の作品が選ばれ、宮宿小児童が上
位を独占。ほか 4 人の作品が入選しています。

　「絵は大好きです。特に働くクルマ
が得意で、今回の作品は図鑑を見な
がら描きました。
　道路を安心して通ることができる
のは工事現場の人たちのおかげ。一
生懸命働いてくれる人たちにありが
とうを伝えたくて描きました。これ
からも安全な工事をお願いします」

最優秀賞(2年連続） 

千葉 寛明 くん ( 宮宿小 2 年） 

優秀賞 海野 花歩 さん ( 宮宿小３年） 

優秀賞 神尾 璃子 さん ( 宮宿小１年） 

入　選

太田迪喜くん（宮宿小 6 年）
小川健吾くん（宮宿小 5 年）
千葉清春くん（宮宿小 4 年）
佐竹萌さん（西五百川小 3 年）

宮小児童の作品が
最優秀賞・優秀賞
第 50 回建設業労働災害防止図画コンクール
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。
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長
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委
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お
せ
ち
料
理
と
言
え
ば
、
皆
さ
ん
は
何

を
思
い
出
し
ま
す
か
？
黒
豆
、
な
ま
す
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昆
布
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き
、
ゼ
ン
マ
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、
棒
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干
し
ア

ケ
ビ
の
俵
煮
…
。
各
家
庭
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が
あ
る
こ
と
と
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い
ま
す
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今
回
は
カ
フ
ェ
蔵
（
大
町
）
の
柴
田
泰

子
さ
ん
（
四
ノ
沢
）
に
腕
を
振
る
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
お
せ
ち
は
確
か
に
手
間
暇

が
か
か
り
ま
す
が
、
地
域
な
ら
で
は
の
食

材
も
使
わ
れ
、
食
文
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
都
市
部
を
中
心
に
『
買
う
』
人
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
手
作
り
の
良
さ
も
大

事
に
し
た
い
も
の
で
す
」。

　
黒
豆
や
昆
布
巻
き
、
き
ん
か
ん
な
ど
一
部

の
料
理
は
カ
フ
ェ
蔵
１
月
の
和
風
ラ
ン
チ
で

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
（
カ
フ
ェ
蔵
☎
67-

２
３
７
７
）。


